
（様式－１ 表紙） 
 
 
１ 調査名称： 海老名市将来交通量推計業務委託 
 
 
２ 調査主体： 海老名市 
 
 
３ 調査圏域： 首都圏 
 
 
４ 調査期間： 平成２６年度 
 
 
５ 調査概要： 
 

海老名市の都市計画道路は、高度経済成長期における人口の増加や車社会 
の進展という社会経済情勢を背景として、将来の都市の発展に対応するため、

都市計画法に基づき決定されました。 
昭和４０年３月に７路線が決定されて以来、現在までに１３ 路線が都市計

画決定され、順次整備を進めてきました。 
一方、今後の人口減少と少子高齢化、経済の低成長等、社会情勢が変化して

きており、当初決定から長期間にわたって未着手となっている路線・区間が存

在するなど、全国的に都市計画道路について、その機能や必要性を見直すこと

が求められており、海老名市においては平成２５年度に新規・変更・廃止路線

の検証を行うため、「都市計画道路の見直し業務」を実施いたしました。 
検証の結果、新規１路線、変更・廃止２路線を抽出し、平成２７年度以降、

随時都市計画決定（変更）の手続きを進めるための基礎資料とすべく、交通量

推計業務を街路交通調査費補助を活用したものです。 
 
 
 
 
 
 



（様式－２a 調査概要） 
 
 
Ⅰ 調査概要 
 
１ 調査名： 海老名市将来交通量推計業務委託 

 
 
 
 ２ 報告書目次 

 

1. 業務概要 

1.1 業務目的 

1.2 検討対象 

1.3 業務内容 

1.3.1業務フロー 

1.3.2交通実態の整理（人及び自動車の動きの整理） 

1.3.3将来交通量推計等 

(1) 条件の整理 

(2) ネットワークの作成 

(3) ゾーニング、ＯＤ表作成 

(4) 現況再現 

(5) 将来交通量推計 

(6) 交通特性集計 

 

2. 交通実態の整理（ 人及び自動車の動きの整理） 

2.1 人の動きの実態 

2.1.1パーソントリップ調査の概要 

2.1.2海老名市の概要 

(1) 海老名市の人口 

(2) 海老名市の職業別人口 

2.1.3地域間の移動 



2.1.4海老名市の移動の特徴 

(1) 目的別・代表交通手段別発集量 

(2) 目的別自動車交通量 

(3) 鉄道駅端末交通手段別トリップ数 

(4) 発着時間帯別発生集中交通量 

2.2 自動車交通の実態 

2.2.1平成 22年度道路交通センサス調査結果 

(1) 道路交通センサス調査の概要 

(2) 自動車交通量 

(3) 混雑度 

(4) 混雑時旅行速度 

(5) 大型車混入率 

2.2.2実測交通量調査結果 

(1) 使用した資料の概要 

(2) 平成 20 年度実測調査結果 

(3) 平成 23 年度実測調査結果 

2.3 .交通実態の整理（まとめ） 

 

3. 将来交通量推計等 

3.1 条件の整理 

3.2 ネットワークの作成 

3.2.1現況ネットワークの作成 

3.2.2将来ネットワークの作成 

(1) 一般道 

(2) 高速道路 

3.3 ゾーニング、ＯＤ表作成 

3.3.1ゾーニング 

3.3.2ＯＤ表作成 

(1) 現況 OD 表の作成 

(2) 将来 OD 表の作成 

3.4 現況再現 



3.4.1配分手法の設定 

(1) ＱＶ式およびＱＶ条件 

(2) 転換率式および転換率式に適用するパラメータとシフト率 

3.4.2現況再現性の検証 

(1) 現況再現検証 

3.5 将来交通量推計 

3.5.1ケース設定 

3.5.2将来交通量推計結果 

3.6 交通特性集計 

3.6.1（都）高座開拓東西線の検討 

(1) 検討ケース 

(2) 交通状況の変化 

(3) 将来の状況検討 

3.6.2（都）河原口中新田線 

(1) 検討ケース 

(2) 交通状況の変化 

(3) 将来の状況検討 

(4) 交差点需要率の算出 

3.6.3特性集計 まとめ 

 

＝資料編＝ 

資料Ⅰ. 現況交通量調査結果データとの比較 

資料Ⅱ. 将来構想路線の対応方針 

資料Ⅲ. 利用経路図 

1.（都）高座開拓東西線 関連 

2.（都）河原口中新田線 関連 

資料Ⅳ. （都）高座開拓東西線における交通量の変化について 

資料Ⅴ. 交通容量の増加係数 

資料Ⅵ. 交差点需要率算出の詳細 

 

 



（様式－２b 調査概要） 
 
３ 調査体制 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
４ 委員会名簿等： 
 
  本業務において、委員会等の設置はございません。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

        海老名市長 内野 優 
        （担当）まちづくり部都市計画課 都市政策係 鈴木 

東京都千代田区三崎町三丁目２番８号 グランバレー三崎町２階 
株式会社サンビーム 
代表取締役 竹浪 仁 
（担当）業務主任者：平塚 秀樹 

管理技術者：夏苅 裕 

発注者 
 

受注者 
 



（様式－３a 調査成果） 
 
Ⅱ 調査成果 
 
 １ 調査目的 
  
   本調査業務は東京都市圏交通計画協議会が行ったパーソントリップ調査

における将来交通量推計手法を用いて、海老名市内の道路ネットワークに

基づき、将来交通量推計を実施し、今後の都市計画決定（変更）手続きを

進める際の根拠資料として活用することを目的としています。 
 
 
 ２ 調査フロー 

  



 ３ 調査圏域図 

 
 
 
 



（様式－３b 調査成果） 
 
 ４ 調査成果 
 

本業務においては、「都市計画道路の見直し業務」で廃止・検証保留とな

った、（都）高座開拓東西線、及び（都）河原口中新田線の２路線について、

道路の整備・変更整備・廃止を将来推計においてケース毎の組合わせで、各

路線の負荷状況、路線の交通特性を確認した。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



①（都）高座開拓東西線 
 

 
 
 
 



 
 
 
 
 
 



②（都）河原口中新田線 
 

 
 
 
 



 


